
 

世界温泉地サミット宣言 
 
我々、世界の温泉地のリーダーは、日本国大分県別府市で開催された「世界温泉地

サミット」において、主題である『世界の温泉地が拓く地域発展の可能性』について

情報を持ち寄り、活発に議論した。今後、世界中の人々が温泉の魅力を理解し、利用

していただくことにより、世界の温泉地がさらに発展していくことを期待して、次の

ことを世界に向けてアピールし、実践することを表明する。 
 
 
１．世界の温泉地発展への貢献 
我々は、地球の恵みである温泉資源について、本サミットを通じて得た世界の温泉

文化や温泉資源の活用事例、専門的知見、多様な主体とのネットワークを最大限生か

し、温泉に関するデータベースの構築に取り組むとともに、新たな価値の創造と相互

交流を図りながら、世界の温泉地の発展に貢献する。 
 
２．温泉と観光振興 
観光は、貧困や富の不平等の軽減、文化の保存、無形有形遺産の保護、ジェンダー

の平等の促進、そして、環境・社会・経済の発展と持続可能性の向上において、改革

の力をもつツールである。 
温泉は、観光分野において重要な自然・文化資源である。環境意識の向上を図り、

自然の恵みである温泉資源を維持するとともに、地域の特性に応じた差別化によって

魅力を高めるなど、これまで以上に誰もが楽しめる温泉観光の実現を目指す。 
 
３．温泉の医療・健康・美容への利用 
温泉は、医療・健康・美容分野において非常に有益な資源である。産学官連携によ

る研究を進め、人類共通の財産として、温泉の新たな可能性と魅力を発信しながら、

これらの分野への活用を推進する。特に、温泉利用がこれまでのクア（療養）に加え、

ウエルネス（健康・美容）へと拡大していることに注目すべきである。 
 
４．温泉のエネルギー利用 
温泉は、エネルギー源として、さらなる活用が期待される資源である。エネルギー

多様化の時代を迎え、温泉資源の保護・自然環境等との調和等を図りながら、発電や

地域冷暖房、農業や水産業と一体となった熱利用など、様々な分野でのエネルギー利

用を進めていく。 
 
５．世界温泉地サミットの継続 
我々は、以上のような目的を持って、世界の温泉地のリーダーが継続的な情報共有

や議論をするため、サミットの開催を継続していく。 
 
 
以上、ここに宣言する。 
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